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病む人に光
あかり

をともすより良い医療をめざして 

さりげない気くばりと和顔愛語
わげんあいご

で心暖まる病院を 

築きあげよう 

当院の基本方針 

私たちは 

１．済生の精神に基づき、地域の保健・医療・福祉を支えます。 

２．患者さまや家族の皆さまに暖かく安全で良質な医療を提供します。 

３．地域中核病院として救急及び先進医療の提供に努めます。 

４．地域とのつながりを大切にし、他の医療機関・福祉施設との連携に
努めます。 

５．情報の開示・説明により信頼される医療を目指します。 

院是（当院の基本理念） 

 

副院長就任のご挨拶 

 4月から副院長に就任いたしました能美隆啓と申します。 

 今まで地域の皆さんへどこにも劣らない内視鏡診療を提供できるよ

うに、との思いで仕事をしてきました。 

 これからは自分の専門分野のみならず、様々な領域で院長を補佐

し、安心安全な医療に貢献していきたいと思います。 

 皆さんは少林寺拳法をご存知でしょうか。私事ですが、私は今は休止しておりますが少

林寺拳法に取り組んでおります。少林寺拳法には「半ばは自己の幸せを、半ばは他人

(ひと)の幸せを」という言葉があります。 

 

 半ばは自己の幸せを・・・自分の可能性を信じ、より良い方向へ自分を育てる

（自己確立） 

 半ばは他人(ひと)の幸せを・・・自分の力を他人や社会のために役立てる（自他

共楽） 

という意味です。 

 

 自分が今後成長できるよう精進していくと共に、自分の力をできる限り生かして、境港

の医療に貢献していきたいと思いますのでよろしくお願い申し上げます。 

                   鳥取県済生会境港総合病院 副院長 能美隆啓 

 



 

  

 
 

新 規 採 用 者 に つ い て 

医 師 の 異 動 の お 知 ら せ  

【採 用】     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【退 職】                

外科部長     山根 成之（4月1日付）  

放射線科部長   三好 秀直（4月1日付） 

内科副医長    下坂 拓矢（4月1日付） 

外科副医長    砂口 天兵（4月1日付）  

内科医師     吉田 由紀奈（4月1日付） 

脳神経内科医師  大井 昌子（4月1日付） 

          

放射線科部長   周藤 裕治（3月31日付） 

外科医長     小林 太  （3月31日付） 

内科医師      荻原 諒平（3月31日付） 

❀４月からの新しい診察表は、最後ページに掲載しています。 

今年度は当院に6名の医師を含めた25名の職員が採用となりました。 

辞令交付式では、稲賀済生会支部長から新規採用者に辞令書が手渡されました。 

佐々木病院長との集合写真では、皆一様に緊張した面持ちでした。 

 

 

看護の日について 

 毎年5月12日は「看護の日」。ナイチンゲールの生誕の日です。ささやかな

イベントとして、正面受付前にナイチンゲール像を設置し、看護師が通院患者

様、入院患者様へ記念品をお配りする予定です。来院された方に看護について

ふれていただける機会となればと思います。 



 

令和４年度鳥取県済生会へ貢献いただいた方へ感謝を込めて、当院会議室で表彰式を執り

行いました。感染対策のため、特別功労表彰状は郵送及び持参いたしました。当院職員への

功労表彰、業務奨励賞は、勤続表彰のときに表彰致しました。 

【特別功労賞表彰者と功績】 

・鳥取県済生会支部理事 堀田 収 様 

  永年にわたり支部理事として本支部の発展に尽力  

・境港市ことぶきクラブ連合会   様 

  コロナ対応のために取り組めなかった敷地内の除草作業を多くの会員に呼びかけ、 

  ボランティアで実施 

・公益社団法人 境港市シルバー人材センター 様 

  コロナ対応のために取り組めなかった敷地内の除草作業を多くの会員に呼びかけ、 

  ボランティアで実施 

・非常勤医師     河内 哲夫 様 

  永年にわたる多額の寄付で本支部の発展に寄与 

 

【永年勤続表彰について】 

 当院の開院記念日である1月11日

（水)に鳥取県済生会支部永年勤続表彰

が行われました。稲賀支部長より永年勤

続表彰者に対して功績を讃え、感謝の言

葉と表彰状の伝達を受けました。 

功労表彰、業務奨励賞表彰、永年勤続表彰を行いました 

 

看護部固定チーム活動報告を行いました 

 当院は固定チームナーシングという看護方式を取り入れ、部署ごとに年単位でチームを固

定し看護活動を行っています。令和4年度のチーム活動の取り組みをポスターにまとめ、3/6

～3/24の期間、院内に掲示し看護活動の成果を共有しました。個性豊かなポスターが目を引

き、看護部の活動・成果を他部門の職員に知っていただく機会にもなったと思います。コロ

ナ禍による病床編成もあり、思うようにチーム活動が行えない状況もありましたが、これか

らも患者様に責任を持って継続した質の

高い看護を実践していきます。 

固定チーム委員 副委員長 清水ひとみ  

 



 

 

 

 

 

 

             
当院の医療・福祉相談について 

 当院では、ソーシャルワーカー（社会福祉士）が医療、保健、健康などさまざまな相談に応じてい

ます。秘密は守ります。 ＊無料低額診療事業として医療費の相談にのっています。 

場所 

電話 

地域医療総合支援センター（患者相談窓口） 

0859-42-5803、42-5805 

時間 月～金曜日 ８時30分～12時30分 

  


